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1

制度改正に向けた国の動向
 介護保険制度は原則３年を１期のサイクルで
事業運営を行っており、第10期計画に向けて、
令和６年12月の社会保障審議会介護保険部会
で制度改正の議論をスタートし、冬頃とりま
とめ予定

 前回の制度改正は、医療・介護の連携機能及
び提供体制等の基盤強化に向けて、介護情報
基盤を整備し医療・介護サービスの質の向上
を図ることや、介護サービス事業所等におけ
る職場環境改善・生産性の向上への支援等を
内容とするもの
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これまでの制度改正の状況
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これまでの制度改正の状況
全世代型社会保障構築を目指す改革の道筋（改革工程）（令和５年12月22日閣議決定）
に基づく今後の介護関係の検討事項
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これまでの報酬改定の状況
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制度改正に向けた国の動向
 次期制度改正に向けては、高齢化の進展、
特に85歳以上人口の増加と、それに伴う医療
と介護の複合ニーズを抱える方、中重度の
要介護度の方、認知症を抱える方や独居の
高齢者の方の増加に対応する必要がある

 また、上記のような高齢化の進展や生産年齢
人口の減少に伴い、より一層介護人材の確保
が課題となっている
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制度改正に向けた国の動向
 次期制度改正に向けては、
「地域包括ケアシステムの推進」、
「認知症施策の推進・地域共生社会の実現」、
「介護予防・健康づくりの推進」、
「保険者機能の強化」、
「持続可能な制度の構築、介護人材確保・
職場環境改善」の５つを主な検討項目として
いる。
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介護保険事業支援計画の性格
 老人福祉法及び介護保険法に基づく法定計画
 介護保険制度や高齢者保健福祉施策を円滑に
実施することを目的として、取り組むべき
課題を示す

 将来の高齢者を取り巻く状況を見据えた介護
サービス量等の目標を設定

 現在第９期計画期間
（令和６〜８年度の３年間）


